
令和３年 

第９回９月定例教育委員会議事録 

令和３年９月 30 日 

大 野 城 市 教 育 委 員 会 



次 第

１ 招集日時

  ○招集日   令和３年９月 30 日 

  ○開会時間  午前 10 時 00 分 

  ○閉会時間  午前 10 時 30 分 

２ 招集の場所  大野城市役所 本館４階 全員協議会室

３ 会議次第

 （１）議事録署名委員

   令和３年第８回議事録の署名委員 高野 英機 委員 

        今回議事録の署名委員 山口 典子 委員 

（２）議事 なし

 （３）教育長報告  

（４）報告

  令和４年度大野城市奨学資金奨学生の選考結果について

（５）その他

  ①教育長の業務報告（８月～９月分） 

  ②心の教育公開授業の日程について 

  ③教育委員会の主な行事・業務の予定（10 月分） 

４ 出席した委員等 伊藤 啓二（教育長）髙木 和敏 梶原 千春 松本 民仁

髙野 英機 山口 典子

５ 欠席した委員  なし

６ 出席した職員  教 育 部 長   日野 和弘

教 育 政 策 課 長   橋元 啓樹 

教 育 指 導 室 長           清尾 昌利          

教育政策課係長   葉山 賀瑞江

          教育政策課担当   大楠 和美

７ 会議の書記   教育政策課担当   大楠 和美
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午前10時00分 開会 

○伊藤教育長 

 それでは、ただいまから令和３年９月定例教育委員会を開会いたします。 

 まず、今日まで新型コロナウイルス感染症に係る緊急事態宣言の期間中ですので、

議案の説明がない課については出席を見合わせていますことを御了承いただきたいと

思います。よろしくお願いします。 

〔議事録承認〕 

○伊藤教育長 

 それでは、議事録の承認に入ります。 

 前回の８月定例会にて髙野委員にお願いをしておりましたので、署名をお願いしま

す。 

○髙野委員 

 はい。 

○伊藤教育長 

 ありがとうございました。 

 それでは、今回の議事録の署名については、山口委員にお願いをしたいと思います。

次回の委員会において御署名をお願いします。 

○山口委員 

 はい。 

〔議  事〕 

○伊藤教育長 

 それでは、進めてまいります。 

 次第３、議事ですけれども、今回は議事はございません。 

 続けます。 
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〔教育長報告〕 

○伊藤教育長 

 次第４、教育長報告。 

 それでは、私のほうから、９月に福岡教育事務所管内の教育長会がありましたので、

その資料を基に幾つか報告をさせていただきます。 

 別紙です。よろしいでしょうか。 

 資料１、人事異動業務等に係る諸連絡ということで、これから人事異動に関わる

様々な手続が始まってまいります。それで、まずは人事異動業務に係るヒアリングの

日程等が提示されています。 

 第１回校長ヒアリングとして、福岡教育事務所の人事管理主事と各校長が話をする

のですが、ここでは11月上旬から11月中旬になっておりますけれども、先日、日程が

決まりましたので口頭でお伝えします。15日に小学校の校長、16日の午前中に中学校

の校長のヒアリングを実施いたします。 

 それから②の人事異動説明会（学校長対象）とありますけれども、11月30日に大野

城市の各学校の校長を集めて、福岡教育事務所の人事管理主事が様々な手続、提出書

類等について説明をいたします。 

 次に２、県費負担教職員の校長再任用について。９月３日付で通知が来ております。

再任用を希望する校長については、10月15日金曜日までに申出をするようになってい

ます。大野城市では、大野南小学校の校長が今年退職いたします。希望があれば提出

していただきたいと思っています。 

 次に、３番の新任校長ヒアリングについてですが、例年、人事管理主事が学校を回

って、学校の経営の状況とか悩みなどの相談を受けるという機会があったのですけれ

ども、新型コロナウイルス感染症の状況で本年度はやむを得ず中止となってしまいま

した。残念ですけれども、先輩の校長から様々な相談やアドバイスを受けるようにし

ているようですので、現在のところ、新任の校長先生が仕事上で困るという状況は私

のほうでは確認はしておりません。頑張っていらっしゃいます。 

 続いて２枚目を。資料２です。 

 今年度の卒業式と来年度初めの入学式の日程が早くも提示されております。高校入

試とか高校の合格発表に合わせて毎年決めております。 

 続いて、次のページを開いていただきまして、全国学力・学習状況調査の結果で、

県からの簡単な概要のまとめが出ておりますのでお伝えいたします。 
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 ２番に調査結果の概況が書かれておりますけれども、真ん中の表を見ていただきた

いのですが、一番下が全国、それから中段が福岡県、上段が福岡事務所管内という形

で数字が上がっております。 

 そのうちの標準化得点というのを見ていただきたいのですが、これは表の上に小さ

く説明書きがしてありますけれども、全国平均の正答数を100としたときの平均正答

数の割合を数字で表したものが標準化得点です。 

 それで、福岡県の標準化得点を見ますと101から102ぐらいですので、若干、全国平

均よりも福岡県はいいということで、ここ数年、全国平均を上回っている状況が続い

ています。福岡教育事務所管内は107、105、104、108ぐらいの数字ですので、管内は

かなり県の平均よりも高いということになります。 

 そこで、大野城市の数値だけお伝えしたいと思いますのでメモされてください。 

 小学校の国語が、大野城市は109.9、算数が108.0、中学校の国語が107.8、数学が

112.1ということで、大野城市は福岡教育事務所管内の平均値よりも若干高い。特に

中学校の数学などはかなり高いと見ております。おおむね学力の状況については、安

定しているかと思っています。 

 ２ページ目は、全国学力の５年間の傾向ですけれども、大体、右肩上がりで小学校、

中学校ともに福岡教育事務所管内で上昇してきておりますので、学力向上に向けて取

り組んできている成果が出ているのかなと思います。 

 ３ページは、同一児童・生徒による経年比較のグラフです。上は小学校５年の時の

県の調査と今回の６年の時の調査を左右に並べたものですが、少し上昇しているとい

う状況です。大きな変化ではないかなと思っています。 

 中学校は、平成29年度の小学校５年生の時からの５年間の傾向を見ることができま

す。これを見ますと、国語はあまり変わらずというところですが、数学については若

干上がってきているかと思っているところです。特に、中学校２年生からの伸びが顕

著に見えるかと思っています。 

 福岡教育事務所管内もそうですけれども、大野城市も同じような傾向が見えます。

中学校２年生で学力を伸ばしているというのは非常にいいことだと思っています。大

体、平均的に見ると中学校２年ぐらいで落ちることのほうが多いのですが、大野城市、

福岡教育事務所管内は特に中学校２年生で伸びているということは、学習がしっかり

できていると受け取れるかと思います。 

 最後に県の学力調査の結果、これは小学校５年生と中学校１年生、中学校２年生で
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実施している県独自の検査ですが、これについても標準化得点が一番上の表の下に書

かれています。全体のところの下ですね。大野城市の結果は、これも口頭で言います

のでメモされてください。 

 小学校５年の国語が105.8、算数が107.1、中学校１年の国語が106.5、数学が104.0、

中学校２年の国語が110.0、数学が113.1。先ほど言いましたように、中学校１年生で

はあまり伸びがありませんが、中学校２年生になって大きくアップすることができて

いる傾向があると思います。 

 以上ですが、大野城市の結果については現在分析中です。細かいところに焦点を絞

って傾向が分かるものをまとめて、各学校に提示をして、それぞれの学校に分析と比

較をしてもらいながら、よりよい学力に結びつくような教育活動に生かしていただき

たいと思っています。 

 以上、教育長報告でございます。 

 何かこの報告について、御質問等がありますでしょうか。 

〔「なし」の声あり〕 

○伊藤教育長 

 それでは、次に進みたいと思います。 

〔報  告〕 

○伊藤教育長 

 それでは、次に、次第５、報告に移ります。 

 まず、（１）令和４年度大野城市奨学資金奨学生の選考結果について。教育政策課

橋元課長から説明をお願いいたします。 

○橋元教育政策課長 

 それでは、私のほうから、令和４年度大野城市奨学資金奨学生の選考結果について

御報告をさせていただきます。 

 こちらの委員会資料の１ページをお願いいたします。 

 大野城市奨学資金奨学生の選考につきましては、例年、選考委員会を開催して実施

いたしております。しかしながら、今年８月18日水曜日を予定していたのですが、台
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風後の季節外れの大雨によりまして、やむなく中止とさせていただきました。このた

め、委員の皆様には書面審査をお願いして今回の選考を行っております。 

 続きまして、選考委員の説明をさせていただきます。１番に書いておりますように、

教育委員会の委員を２名、中学校代表を２名、高等学校代表を２名、教育委員会の職

員から２名、市長部局の職員から２名の計10名で選考を行っていただいております。

なお、教育委員会からは梶原委員と山口委員に今年度はお願いして、選考していただ

きました。どうもありがとうございました。 

 続きまして、選考基準でございます。２番に書いておりますように、学業成績、収

入基準、作文の三つの観点から選考を行っております。 

 続きまして、選考結果でございます。（１）の選考概要に書いておりますとおり、

高等学校・高等専門学校奨学生の７名内定者を出しております。なお、補欠の１名も

高等学校・高等専門学校奨学生からということになっております。大学奨学生にはお

一人だけ申込みがあっていたんですが、あいにく選考基準を満たしておりませんでし

たので選考から漏れた形になっております。 

 最後に、（２）内定者でございます。今申し上げたように、内定が高校生が７名、

補欠が１名という形になっております。 

 説明は以上です。よろしくお願いいたします。 

○伊藤教育長 

 それでは、ただいまの説明について何か御質問はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○伊藤教育長 

 よろしいでしょうか。 

〔その他〕 

○伊藤教育長 

（１）教育長の業務報告（８月～９月分） 

（２）心の教育公開授業の日程について（教育指導室） 

（３）教育委員会の主な行事・業務の予定（10月分） 
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それではこれで、９月の定例教育委員会を終わらせていただきたいと思います。あり

がとうございました。 

午前10時30分 閉会 


